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　私は日本に来て初めての連休で、同じ日本に働いてい
る母親の所へ行くため、電車を乗りました。中国でも地
下鉄やバスをよく乗りましたが、日本の電車にはどんな
違いがあるのか、とても楽しみにしていました。
　この日のためにあらかじめ調べたとおり、駅の券売機
で切符を購入しました。日本の駅には、さまざまな種類
の切符があり、初めての人にとってはどれを選べばいい
のか迷うこともあります。しかし、私はあらかじめ調べ
ていたのでいたので、必要な情報をすぐに見つけること
ができました。
　私は住んでいるところの駅から大阪に向かう電車に乗
りました。電車に乗る前に、組合の先生から乗り方を教
えてもらったが、日本語を練習するため、駅員さんにチ
ケットを　ゆっくりと話してくれたので、何とか理解で
きました。
　初めて日本の電車に乗るとき、私は正直言って緊張し
ました。日本の駅は、中国のそれとは全く違うレベルの
秩序があり、私は何が起こるか分からなかったからです。
　しかし、日本の電車に乗ることは、私が想像していた

よりも簡単でした。駅員が親切に案内してくれ、券売機
も分かりやすく、乗車する車両や列車の行き先も明確に
表示されていました。また、日本の電車には時刻表が
はっきりと表示されているので、どの駅で降りるべきか
迷うことがありませんでした。私は日本語があまり上手
ではありませんが、電車のアナウンスが流れるたびに、
日本語の勉強にもなりました。
　そして、電車が進むにつれて、日本の田園風景や都市
の景色が窓の外に広がっていきました。私はその美しい
景色に、目を奪われてしまいました。電車に乗っている
間、景色を眺めたり、音楽を聴いたりとリラックスした
時間を過ごすことができた。そして、ついに目的地に到
着した時、私は自分で日本の電車に乗ることができたこ
とに感働した。初めての日本の電車体験は、私にとって
忘れない思い出となった。
　電車を乗ることは二十代の成に対して大した事ではな
いかもしれないが、初めて言葉つじない外国に来る私に
とって、大切な体験でした。電車を乗れると、もっと遠
く所に移動することは可能になり、日本にいる生活が
もっと自由になれる。これらら日本に実習する間に、電
車を利用して、さまざまな所にいきたい。
　次の連休で大阪より遠くまちにいきたい。中国にも神
戸牛肉が有名なので、機会があれば神戸に旅行したい。
長い旅すると多く人に会えると思います。そうあれば日
本語の練習もできるでしよう。今後も、できる限りの
チャンスを掴んで、日本の生活をなれるように、努力し
たいです。
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　私はNC旋盤を使って製品を作っている会社で働いて
います。
　ある日、私はミスをしてしまいました。
　そのミスは、私が操作中に部品の加工深さを調整する
際、誤った补正値を入力しまいました。その結果、切削
刃が部品表面に深く刻まれ、部品が破損してしまったの
です。
　私はその瞬間、何が起こったのか分らず、ただ混乱し
てしまいました。
　その日、私はとっても落ち込み、自分が担当していた
製品の品質を疑いました。
　しかし、その後、上司から話を聞くことができ、彼ら
は私の失敗を非難することではなく、私が学んだことを
重視しました。
　後で冷静に考えると、私がミスをした原因について考
えることができました。
　さらに、私はこの失敗を通じて、適切な準備が必要で
あることを学びました。機械の操作においては、正確な
計測や部品の取り扱い方法など、細かい部分にも気を配
ることが必要があります。したがって、今後の作業の前

には十分な時間をかけて準備をすることが必要だと感じ
ました。
　また、私はこの失敗を通じて、上司とのコミュニケー
ションの大事さは分りました。
　日本語が下手の私にとって、いかに簡単で分りやすい
日本語で自分が話したいことを相手に伝い、正確かつ明
確な言葉つかいを心がけることが重要です。
　上司が話したことを自分なりに整理し、理解を深める
ために、相手の意図したことを再確認ことをします。
　上司からのフィードバックに対しても、自分なりに受
け止め、改善点を見つけ出すように心がけています。
　最後に、私はこの失敗を通じて、人間としての謙虚さ
と成長の重要性を学びました。ミスを恐れず、自分の失
敗から学び、次に向かっていることが大切だと感じました。
　日本での生活、仕事をすることは人生の初めてです。
文化のちがい、交流上の難しいなど、いろいろなミスを
してしまいました。
　しかし、仕事の失敗にしても、生活の失敗にしても、
自分が頑張りたい限り、まわりの人も、私たち実習生の
努力の姿を見れば、助けます。
　毎日の仕事が疲れます。それにしても、限られる休み
の時間で日本語の勉強をやってみたいです。私はずっと
「まずは自分を自分が助け、そのあとに神が助ってくれ
ます」との諺を信じています。毎日の失敗からくりかえ
して、経験を学び、そして成長することがしたいです。
　いままで、日本語の会話が上手くいかず、毎日コミュ
ニケーションをとることは一番苦しくて、失敗の主な原
因でした。こんごうの 2年も、日本語をしっかり勉強し、
もっと自由に日本に生活をしたい！
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失敗から学ぶこと
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